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１．はじめに 

国土交通省では、道路空間の利活用ニーズの高ま

りを受け、道路空間を活用した地域活動の推進の取

組んでいる１）。道路空間の利活用においては、多様

な関係者間の合意形成が課題となっていることから、

国総研では、利活用のさらなる促進に向けて、議論

の焦点となることが多い占用時の交通への影響や利

活用効果を明らかにし、効果的・効率的に合意形成

を進めるための方策について検討を行っている。 

２．利活用事例における合意形成プロセスの分析 

 運用中の利活用事例を対象とした実態調査を行い、

各事例における合意形成プロセスの分析を通じて、

合意形成にあたっての課題とその解決ポイントを抽

出した（図１）２）。これら分析結果について、活用

意向はあるものの本運用に至っていない事例を対象

に妥当性を検証し、事業分類別に事業導入・合意形

成の流れと各種の協議や手続きにおける合意形成の

円滑化ポイントをとりまとめている。 

３．交通機能への影響およびその把握手法の整理 

運用中の利活用事例について、道路の有効幅員と

占用範囲、歩行者通行スペースとの関係を整理する

とともに、オープンカフェを対象とした現地計測調

査を行い、交通への影響実態を分析している。また、

利活用主体が効率的に調査を実施できるよう、交通

実態の具体的な把握方法について整理を行っている。 

４．事業効果の体系化およびその把握手法の整理 

直接的な「人の動きの変化」からの効果の連関に

着目し、取り組みの持続性の観点も含めて効果項目

を体系的に整理するとともに、調査効率や結果の信

頼性も考慮して、調査手法や手順など効果の具体的

な把握手法について検討を行っている。 

４．今後の予定 

本研究の成果は、「道路空間の利活用促進のため

の効果的・効率的な合意形成の進め方ガイドライン」

にとりまとめ、関係者間での合意形成を円滑に進め

るための参考資料として活用を図る予定である。 
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図１ 合意形成にあたっての課題と解決ポイント 
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